
り
課
題
意
識
は
あ
る
と
し
つ

つ
、
任
命
権
者
の
修
学
資
金
貸

付
の
効
果
を
見
つ
つ
、
他
県
動

向
を
踏
ま
え
て
検
討
中
と
し

た
。
ま
た
、
薬
剤
師
等
も
任
命

権
者
の
確
保
策
を
踏
ま
え
検
討

と
の
見
解
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と

か
ら
、
交
渉
団
か
ら
処
遇
面
で

の
改
善
が
な
け
れ
ば
人
材
確
保

は
困
難
と
し
、
再
考
を
求
め
た
。

❹
諸
手
当
改
善　
　
　

　

通
勤
手
当
は
、
昨
年
に
交
通

　

収
穫
の
秋
本
番

だ
。
夏
の
日
照
不

足
が
心
配
さ
れ
た

が
、
秋
晴
れ
も
あ

り
何
と
か
平
年
並

み
に
落
ち
着
き
そ

う
だ
。
日
中
は
仕

事
に
明
け
暮
れ
、

土
日
は
農
作
業
と

い
う
方
も
少
な
く
な
い
。
秋
は

一
年
で
も
忙
し
い
季
節
だ
▼
こ

の
時
期
に
衆
議
院
選
挙
と
は
安

倍
首
相
は
地
方
の
大
変
さ
を
理

解
し
て
い
る
の
か
疑
問
を
持
つ

方
も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。
確

定
闘
争
に
も
暗
い
影
が
。
４
年

連
続
の
賃
上
げ
の
見
通
し
と
な

っ
た
が
、
ま
た
お
預
け
と
な
る

の
で
は
と
不
安
視
す
る
見
方

も
。
国
の
給
与
法
の
改
正
時
期

が
不
透
明
で
あ
り
、
２
年
前
の

よ
う
に
差
額
支
給
が
遅
れ
る
の

で
は
と
困
惑
の
状
況
だ
。
安
倍

首
相
の
身
勝
手
な
解
散
で
労
働

者
を
は
じ
め
多
く
の
国
民
が
迷

惑
を
受
け
る
▼
さ
ら
に
某
都
知

事
の
台
頭
で
折
角
創
り
上
げ
た

野
党
共
闘
の
枠
組
み
も
縮
小
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
。
某
都
知
事

は
保
守
・
改
憲
を
掲
げ
、
候
補

者
の
思
想
分
析
を
す
る
な
ど
、

現
政
権
以
上
に
危
険
な
勢
力

だ
。
旋
風
に
惑
わ
さ
れ
る
と
取

り
返
し
が
つ
か
な
い
こ
と
に
な

る
の
は
明
ら
か
▼
安
倍
や
小
池

の
劇
場
型
政
治
で
は
な
く
、
生

活
者
の
視
点
に
立
っ
た
政
治
に

取
り
戻
す
こ
と
が
重
要
だ
。
憲

法
理
念
を
活
か
し
た
社
会
へ
の

転
換
を
め
ざ
し
、
10
月
の
政
治

決
戦
で
は
私
た
ち
一
人
一
人
の

賢
明
な
選
択
が
求
め
ら
れ
る
。

　

岩
手
県
地
方
公
務
員
共
闘
会
議
は
、
10 
月
２
日
、
最
終
局
面
と
な
る
熊
谷
人
事
委
員
長
と
交

渉
を
行
っ
た
。
１
３
０
人
か
ら
な
る
県
庁
座
り
込
み
交
渉
支
援
を
配
置
し
、
前
進
回
答
を
強
く

求
め
た
。
交
渉
で
は
、
国
水
準
を
下
回
る
も
４
年
連
続
の
月
例
給
・
一
時
金
引
上
げ
に
向
け
検

討
中
と
の
前
進
回
答
を
引
出
し
た
。
し
か
し
専
門
職
の
処
遇
改
善
や
諸
手
当
改
善
は
継
続
課
題

と
な
っ
た
。
交
渉
で
は
依
然
具
体
内
容
が
示
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
交
渉
団
か
ら
改
善
勧
告
を

重
ね
て
要
請
し
た
。

自
治
労
岩
手
県
本
部
第
49
回
定
期
大
会

佐
藤
伸
一
さ
ん
（
県
職
労
）
を
新
た
に
副
委
員
長
に
選
出

当
面
の
闘
争
方
針
な
ど
確
認
決
定

国水準下回るが、４年連続の賃上げか
地公共闘・10.2熊谷人事委員長交渉

専門職処遇改善・諸手当改善は継続課題へ
❶
勧
告
日
・
給
与
改
定　
　

　

勧
告
日
を
10
月
13
日
と
し
た

う
え
で
、
国
家
公
務
員
の
較
差

よ
り
小
さ
く
な
る
と
見
込
ま
れ

る
が
、
月
例
給
は
給
与
改
定
、

一
時
金
は
引
上
げ
の
方
向
で
具

体
的
に
検
討
を
進
め
て
い
る
と

し
た
。
ま
た
較
差
全
て
を
改
定

に
充
当
す
る
こ
と
も
確
認
し
た
。

❷
高
齢
層
職
員
の
処
遇
改
善　

　

事
務
局
長
交
渉
と
同
様
、
給

与
制
度
の
総
合
的
見
直
し
の
現

給
保
障
対
象
者
の
推
移
を
注
視

す
る
と
の
見
解
に
と
ど
ま
っ
た

こ
と
か
ら
、
具
体
的
な
改
善
策

の
検
討
を
強
く
求
め
た
。

❸
専
門
職
種
の
処
遇
改
善　

　

獣
医
師
は
全
国
的
課
題
で
あ

機
関
の
大
幅
な
見
直
し
を
し
て

お
り
、
連
続
し
て
の
改
正
は
困

難
と
の
見
解
を
示
し
つ
つ
、
要

求
事
項
の
う
ち
他
県
動
向
を
踏

ま
え
検
討
の
余
地
が
あ
る
項
目

（
距
離
区
分
の
新
設
）
が
あ
る

と
し
、
委
員
会
で
検
討
す
る
と

し
た
。

　

住
居
手
当
は
沿
岸
部
の
家
賃

高
騰
の
問
題
を
認
識
し
つ
つ

も
、
国
の
制
度
と
の
均
衡
が
必

要
と
し
、
国
の
引
上
げ
が
あ
る
場

合
に
は
引
上
げ
の
検
討
の
余
地
が

あ
る
と
の
姿
勢
に
と
ど
ま
っ
た
。

交
渉
団
か
ら
、
通
勤
手
当
の
自

己
負
担
や
沿
岸
部
の
家
賃
負
担

の
厳
し
い
実
態
を
突
き
付
け
、

早
期
解
消
を
改
め
て
要
請
し
た
。

❺
休
暇
制
度
の
拡
充　
　

　

両
立
支
援
は
重
要
と
し
つ

つ
、
不
妊
治
療
へ
の
支
援
は
人

事
院
報
告
を
踏
ま
え
て
、
国
・

他
県
の
動
向
を
注
視
し
、
適
正

に
検
討
す
る
と
し
た
。

❻
長
時
間
労
働
是
正
策　

　

人
事
院
も
実
効
力
あ
る
方
法

の
検
討
が
必
要
と
言
及
し
て
お

り
、
委
員
会
で
最
終
的
に
判
断

す
る
と
の
姿
勢
に
と
ど
ま
っ

た
。
交
渉
団
か
ら
は
勤
務
時
間

の
適
正
管
理
職
場
の
要
員
確
保
な

ど
実
効
力
あ
る
対
策
を
求
め
た
。

❼
県
人
勧
の
課
題　
　

 

４
年
連
続
の
賃
金
引
上
げ
の

見
通
し
を
引
き
出
し
た
こ
と
は

大
き
な
前
進
で
あ
る
も
、
諸
手

当
改
善
な
ど
の
継
続
課
題
は
前

進
回
答
が
な
く
、
不
満
が
残
る

結
果
と
な
っ
た
。
地
公
共
闘
は

県
人
勧
を
分
析
し
、
確
定
闘
争

に
向
け
当
局
交
渉
に
向
け
全
力

を
挙
げ
る
。
組
合
員
の
結
集
を

お
願
い
す
る
。

17
確
定
闘
争
・
現
業
統
一
闘
争
の

推
進
、
組
織
強
化
拡
大
、
政
治
闘

争
の
推
進
を
柱
と
し
た
運
動
方
針

が
提
起
さ
れ
た
。
県
職
労
代
議
員

団
か
ら
は
、
①
県
人
勧
闘
争
の
経

過
と
課
題
、
②
退
手
引
下
げ
阻
止

闘
争
の
取
り
組
み
の
推
進
、
③
獣

医
師
を
は
じ
め
と
し
た
専
門
職
の

処
遇
改
善
対
策
の
強
化
を
求
め

た
。
こ
れ
に
対
し
、
伊
藤
書
記
長

か
ら
、
確
定
闘
争
へ
の
交
渉
支
援

の
強
化
な
ど
積
極
的
に
対
応
す
る

と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

　

最
後
に
役
員
選
挙
が
行
わ
れ
、

　

９
月
30
日
、
盛
岡
市
で
開
催
さ

れ
、
県
職
労
か
ら
代
議
員
18
人
が

参
加
し
た
。
開
会
に
当
た
り
、
野

中
県
本
部
委
員
長
は
「
今
般
自
治

労
本
部
か
ら
組
織
基
盤
強
化
の
重

点
支
援
県
本
部
の
指
定
を
受
け

た
。
７
０
０
０
人
県
本
部
へ
の
回

復
を
め
ざ
し
、
全
力
を
挙
げ
る
。

賃
金
確
定
闘
争
に
向
け
県
人
勧
闘

争
が
佳
境
。
更
に
退
職
手
当
引
下

げ
阻
止
も
重
要
な
課
題
。
総
力
を

挙
げ
て
確
定
闘
争
に
勝
利
し
よ

う
。
安
倍
政
権
の
横
暴
を
許
さ

ず
、
衆
議
院
選
勝
利
に
全
力
を
」

と
あ
い
さ
つ
。

　

そ
の
後
、
伊
藤
書
記
長
か
ら
、

新
た
に
副
委
員
長
と
し
て
佐
藤
伸

一
さ
ん
（
元
県
職
労
委
員
長
）
を

選
任
。
佐
藤
さ
ん
は
10
月
の
連
合

岩
手
大
会
で
次
期
連
合
岩
手
事
務

局
長
に
選
任
さ
れ
、
県
本
部
か
ら

役
員
派
遣
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま

た
、
野
中
靖
志
執
行
委
員
長
、
小

野
演
彦
副
委
員
長
を
は
じ
め
、
県

職
労
派
遣
の
執
行
部
は
全
員
が
再

任
さ
れ
た
。

勤
務
時
間
管
理
・
要
員
確
保
の
対
策
強
化
を

▲シュプレヒコールで交渉団を支援（県庁内フロア）

▲遠距離通勤等の実態と改善を訴える県職労・小野委員長

▲獣医師等の処遇改善を訴える県職労・小原書記次長

▲改善勧告を求める地公共闘交渉団

▲回答する熊谷人事委員長（中央）

▲２次集約された大型ハガキ署名を手渡す佐藤地公議長（左）

▲当面する闘争方針などを決めた県本部大会

▲新たに副委員長に選出された佐藤伸一さん
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県
政
推
進
の
た
め
の
人
材
確
保
を

千葉のぶよしさん当選
一関市議会議員選挙 ２

期
目
へ
新
た
な
決
意

獣
医
師
の
処
遇
改
善
を
！

一
関
支
部
で
学
習
会
開
催

緊
急
集
会
と
デ
モ
で
ア
ピ
ー
ル

平
和
と
民
主
主
義
の
復
権
を

安
倍
改
憲
ス
ト
ッ
プ
！
社
民
党
勝
利
！
県
民
総
決
起
集
会
！

　

県
南
広
域
振
興
局
所
属
の
４

支
部
（
須
賀
花
巻
支
部
長
・
佐

藤
北
上
支
部
長
・
藤
村
胆
江
支

部
長
・
阿
部
一
関
支
部
長
）
は

５
日
、
細
川
倫
史
県
南
広
域
振

興
局
長
に
対
し
、
４
支
部
合
同

の
局
長
交
渉
を
実
施
し
、
要
求

書
を
手
交
し
た
。

　

４
支
部
は
今
年
７
月
に
組
合

員
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と

こ
ろ
、
「
広
域
局
の
統
括
的
業

務
が
あ
え

て
設
け
ら

れ
て
い

る
」
「
書

類
搬
送
等

で
決
裁
に

時
間
を
要

す
る
」
等

の
県
南
局

特
有
の
課

題
が
多
く

▲４支部合同の要求書を手渡す藤村・胆江支部長▲４支部合同の要求書を手渡す藤村・胆江支部長

▲４支部合同での細川・県南広域振興局長（左手前中央）との交渉▲４支部合同での細川・県南広域振興局長（左手前中央）との交渉

▲支持者から花束を贈られ喜びの千葉さん▲支持者から花束を贈られ喜びの千葉さん

寄
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
欠
員
や

超
勤
手
当
予
算
の
不
足
等
へ
の

声
も
非
常
に
多
く
出
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
回
答
結
果
を
踏
ま
え

て
要
求
書
を
整
理
し
、
局
長
交

渉
を
実
施
し
た
。

　

要
求
書
を
受
け
取
っ
た
局
長

か
ら
は
、
「
広
域
体
制
の
変
更

　

衆
議
院
総
選
挙
目
前
の
10
月

７
日
、
「
安
倍
改
憲
Ｓ
Ｔ
Ｏ

Ｐ
！
社
民
党
勝
利
！
県
民
総
決

起
集
会
」
が
盛
岡
市
で
開
催
さ

れ
、
５
０
０
人
を
超
え
る
市
民

が
結
集
し
た
。
開
会
に
当
た

り
、
社
民
党
県
連
合
代
表
・
小

西
和
子
県
議
会
議
員
が
「
森

友
・
加
計
疑
惑
隠
し
、
違
憲
を

繰
り
返
す
安
倍
暴
走
政
治
、
さ

ら
に
は
新
た
な
保
守
政
党
を
許

さ
ず
、
平
和
な
社
会
を
後
世
に

残
す
た
め
に
衆
院
選
を
果
敢
に

闘
お
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

基
調
講
演
で
は
元
衆
議
院
議

員
・
菅
野
哲
雄
さ
ん
が
講
演
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
拡
大
し
た
貧

困
と
格
差
の
解
消
や
所
得
の
再

分
配
が
必
要
と
し
、
安
倍
首
相

の
消
費
税
の
使
途
変
更
は
子
育

て
支
援
の
充
実
と
い
う
詭
弁
を

用
い
て
政
権
延
命
を
は
か
る
こ

と
に
過
ぎ
な
い
こ
と
、
米
国
と

と
も
に
北
朝
鮮
を
挑
発
し
戦
争

の
危
機
を
自
ら
煽
る
も
の
と
批

判
し
た
。
さ
ら
に
、
希
望
の
党

を
含
め
、
改
憲
に
突
き
進
む
保

守
二
大
政
党
を
阻
止
し
、
社
民

党
を
柱
と
す
る
野
党
共
闘
が
勝

利
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
、
社

民
党
の
支
持
拡
大
を
訴
え
た
。

最
後
に
盛
岡
市
内
を
デ
モ
行
進

し
、
安
倍
政
権
退
陣
、
改
憲
反

対
な
ど
を
訴
え
た
。

【
比
例
区
・
社
民
党
を
推
薦
へ
】

　

県
職
労
は
比
例
区
で
社
民
党

を
推
薦
決
定
し
、
比
例
東
北
ブ

ロ
ッ
ク
で
の
議
席
確
保
を
め
ざ

し
て
組
合
員
へ
の
支
持
浸
透
に

全
力
を
挙
げ
る
。

　

社
民
党
は
、
県
職
労
が
運
動

　

９
月
24
日
告
示
・
10
月
１
日

投
開
票
の
一
関
市
議
選
（
定
数

30
人
、
立
候
補
者
32
人
）
で

は
、
県
職
労
推
薦
候
補
の
「
千

や
賃
金
・
欠
員
等
は
本
庁
の
対

応
も
踏
ま
え
た
上
で
対
応
し
た

い
」
と
の
見
解
に
止
め
た
も
の

の
、
欠
員
や
超
勤
予
算
不
足
の

実
態
に
つ
い
て
は
、
「
欠
員
解

消
や
超
勤
に
見
合
う
手
当
支
給

は
当
然
で
あ
り
、
要
求
以
前
の

課
題
」
と
の
問
題
認
識
を
示
す

　

９
月
28
日
、
県
職
労
は
、
一

関
支
部
保
健
所
分
会
の
獣
医
師

と
獣
医
師
確
保
の
た
め
の
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

　

会
議
で
は
、
８
月
25
日
に
開

催
し
た
労
働
条
件
改
善
会
議
の

資
料
を
基
に
、
他
県
と
の
待
遇

の
違
い
に
つ
い
て
学
習
し
た
。

参
加
者
の
意
見
交
換
で
は
、

「
野
良
犬
の
通
報
が
あ
り
土
日

の
対
応
も
あ
る
。
現
地
で
の
対

応
は
２
時
間
位
だ
が
、
出
勤
時

間
も
か
か
る
た
め
４
〜
５
時
間

対
応
し
て
い
る
。
こ
こ
は
課
長

も
獣
医
師
な
の
で
、
調
整
し
な

が
ら
対
応
し
て
い
る
が
、
一
人

の
と
こ
ろ
は
大
変
だ
と
思
う
」

「
賃
金
が
低
い
た
め
獣
医
師
は

評
価
さ
れ
て
い
な
い
と
思
っ
て

し
ま
う
」
な
ど
が
出
さ
れ
た
。

ま
た
、
獣
医
師
だ
け
で
な
く
専

門
職
は
、
薬
剤
師
、
保
健
師
も

忙
し
そ
う
で
あ
り
同
様
の
課
題

も
あ
る
の
で
は
と
の
声
が
出
さ

れ
た
。

　

県
職
労
は
、
現
場
の
声
を
当

局
に
届
け
、
当
局
へ
手
当
改
善

等
の
処
遇
改
善
を
求
め
、
取
り

組
み
を
強
化
す
る
。

合
同
で
要
求
書
を
提
出
し
局
長
交
渉
実
施

県
南
広
域
振
興
局
所
属
４
支
部

回
答
は
11
月
中
旬
、
今
後
は
各
支
部
で
交
渉
積
み
重
ね
へ

葉
の
ぶ
よ
し
」
（
58
歳
・
現
１

期
・
社
民
党
公
認
・
国
労
出

身
）
は
１
、
６
９
０
票
を
獲
得

し
、
見
事
当
選
を
果
た
し
た
。

　

千
葉
の
ぶ
よ
し
さ
ん
は
「
市

街
地
活
性
化
、
教
職
員
の
多
忙

化
解
消
、
公
共
交
通
機
関
の
維

持
を
は
じ
め
、
生
活
者
・
労
働

者
の
視
点
に
立
っ
て
活
動
し
て

き
た
。
平
和
を
守
り
、
住
民
の

声
を
丁
寧
に
聞
き
な
が
ら
、
暮

し
や
す
い
街
づ
く
り
の
実
現
に

向
け
活
動
し
て
い
く
」
と
の
２

期
目
の
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

な
ど
、
組
合
側
の
要
求
内
容
に

理
解
を
示
す
場
面
も
あ
っ
た
。

　

要
求
書
へ
の
回
答
は
11
月
中

旬
に
予
定
さ
れ
て
い
る
。
今
後

は
各
支
部
単
位
で
福
利
厚
生
面

を
中
心
と
し
た
支
部
交
渉
を
実

施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

方
針
と
し
て
掲
げ
る
、
❶
平
和

憲
法
擁
護
、
❷
労
働
者
・
生
活

者
の
暮
ら
し
の
改
善
、
❸
共
生

社
会
の
実
現
な
ど
を
公
約
に
掲

げ
て
い
る
ほ
か
、
❹
地
方
公
務

員
の
処
遇
改
善
に
向
け
精
力
的

に
活
動
し
て
き
た
経
緯
が
あ

る
。

　

社
民
党
は
地
方
公
務
員
の
賃

金
・
人
員
削
減
合
理
化
に
反
対

す
る
と
と
も
に
、
本
年
５
月
に

成
立
し
た
臨
時
・
非
常
勤
職
員

の
処
遇
改
善
を
柱
と
す
る
改
正

地
方
公
務
員
法
の
成
立
に
当
た

っ
て
、
又
市
征
治
幹
事
長
が

「
臨
時
非
常
勤
職
員
の
処
遇
改

善
は
当
然
だ
が
、
常
勤
職
員
を

基
本
と
す
る
公
務
運
営
の
原
則

堅
持
を
」
と
訴
え
、
政
府
側
も

「
常
勤
職
員
に
よ
る
公
務
運
営

は
原
則
」
と
の
答
弁
を
引
き
出

し
て
い
る
。
私
た
ち
地
方
公
務

員
の
処
遇
改
善
に
一
番
熱
心
な

の
は
「
社
民
党
」
。
平
和
で
安

心
し
た
暮
ら
し
の
実
現
の
た
め

「
社
民
党
」
へ
の
支
持
を
お
願

い
す
る
。

　

９
月
定
例
県
議
会
が
開
催
さ

れ
て
い
る
な
か
、
県
議
会
で
も

県
職
員
を
取
り
巻
く
諸
課
題
に

つ
い
て
論
戦
が
交
わ
さ
れ
た
。

　

10
月
４
日
の
一
般
質
問
に

は
、
県
職
労
推
薦
議
員
の
小
西

和
子
県
議
（
社
民
党
県
連
合
代

表
）
が
登
壇
し
、
職
員
の
人
員

確
保
対
策
等
に
つ
い
て
当
局
を

質
し
た
。
主
な
質
疑
と
答
弁
の

概
要
は
次
の
と
お
り
。
当
局
は

現
状
認
識
に
と
ど
ま
り
、
具
体

的
な
改
善
策
が
不
十
分
だ
。
確

定
闘
争
課
題
と
も
関
連
し
て
お

り
、
来
た
る
確
定
闘
争
で
改
善

を
強
く
求
め
て
い
く
。

【
災
害
発
生
を
想
定
し
た
人
員

体
制
の
確
保
、
欠
員
解
消
策
】

（
小
西
県
議
）
今
後
の
災
害
発

生
を
想
定
し
つ
つ
、
業
務
を
円

滑
に
遂
行
で
き
る
人
員
体
制
を

確
保
す
べ
き
。
欠
員
解
消
策
は
。

（
知
事
）
施
策
の
優
先
度
を
見

極
め
、
重
要
課
題
に
人
的
資
源

を
配
分
し
、
成
果
を
挙
げ
る
視

点
も
必
要
。
多
様
な
方
策
に
よ

り
人
材
確
保
に
取
り
組
み
、
知

事
部
局
で
は
震
災
体
制
前
か
ら

４
０
０
人
程
度
の
増
員
を
し

た
。
新
た
な
行
政
課
題
に
柔
軟

か
つ
適
切
に
対
応
で
き
る
体
制

を
構
築
す
る
。

（
総
務
部
長
）
採
用
試
験
受
験

者
の
確
保
強
化
に
努
め
て
、
新

た
な
情
報
発
信
を
し
て
い
る
。

８
月
１
日
現
在
で
１
０
２
人
の
欠

員
と
一
定
数
の
解
消
を
し
た
。
引

き
続
き
欠
員
解
消
に
努
め
る
。

【
専
門
職
種
の
処
遇
改
善
】

（
小
西
県
議
）
獣
医
師
を
は
じ

め
専
門
職
員
の
処
遇
改
善
策
は
。

（
総
務
部
長
）
確
保
策
は
重
要

と
認
識
。
処
遇
面
の
改
善
、
獣

医
師
の
業
務
Ｐ
Ｒ
、
通
年

の
随
時
募
集
を
し
て
き
て

お
り
、
所
管
部
局
と
連
携

し
て
対
応
す
る
。

【
職
員
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
の
推
進
】

（
小
西
県
議
）
知
事
の
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
推
進
強
化
を
。

（
知
事
）
育
児
休
業
や
介
護
休

暇
を
取
得
し
や
す
い
職
場
環
境

の
整
備
、
男
性
職
員
の
育
児
休

業
等
の
取
得
促
進
に
努
め
て
い

る
。
ま
た
所
属
の
実
情
に
応
じ

た
働
き
方
の
見
直
し
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
超
勤
縮
減
、
育
児

休
暇
等
を
取
得
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
に
努
め
、
職
員
の
健
康

保
持
、
仕
事
と
生
活
の
両
立
に

向
け
取
り
組
む
。

10
・
４ 

９
月
定
例
県
議
会
・

　
　
　

 

小
西
県
議
が
一
般
質
問
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